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未来の創り手に求められる資質・能力を
育成する授業に関する研究

－主体的・対話的で深い学びの実現を通して－

【第２分科会（社会・地理歴史・公民科）】

鹿児島県総合教育センター

大学入学共通テスト試行調査「現代社会」第1問

バスの減便は，市内でも人口が少なかったり減ったりして
いる地域で行われる可能性がありますよね。私が住んでいる
地域が対象になれば不便になります。誰でも，住み慣れた家
で，日常生活に支障がないように暮らす権利があると思う。
だから，私は，バス減便には反対です。

80歳代のある人の意見

多様な考え

学習内容の質 学習方法の質

学びに向かう力・
人間性等

学びに向かう力・
人間性等

知識及び技能知識及び技能
思考力，判断力，
表現力等

思考力，判断力，
表現力等

未来の創り手に求められる資質・能力

概念的・構造的な知識

既得の知識
及び技能

既得の知識
及び技能

新たな個別的
知識及び技能

他の学習や生活の場面で生きて働く知識

事実を
知る

様子や意味
が分かる

活用して
判断できる

未来の創り手に求められる資質・能力

既得の知識
及び技能

既得の知識
及び技能

既得の知識
及び技能

既得の知識
及び技能

○ 育成すべき
資質・能力

○ 学習内容の
在り方

○ 学習方法の
在り方

授業改善はどうすればよいか。

未来の創り手に求められる資質・能力を育成するために

社会・地理歴史・公民科で育成
すべき資質・能力とはどのような
ものでしょうか。
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公民としての資質・能力公民としての資質・能力



知識及び技能
社会生活について
の理解
調べまとめる技能

思考力,判断力,表現力等
多角的に考える力
選択・判断する力
説明や議論する力 等

学びに向かう力,人間性等
問題解決しようとする態度
涵養される自覚や愛情 等

公民としての資質・能力

社会・地理歴史・公民科で育成すべき資質・能力

小学校社会科の目標

公民としての
資質・能力の基礎

中学校社会科の目標

公民としての
資質・能力の基礎

高等学校地理歴史・公民科の目標

公民としての資質・能力

新学習指導要領

社会・地理歴史・公民科で育成すべき資質・能力

広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に
生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者

社会・地理歴史・公民科における
知識の理解の質を高める学習内容の
在り方とはどのようなものでしょう
か。

学習内容が具体的な文脈や状況を伴って
扱われること

知識を相互に関連付けることを意図して
学習内容を扱うこと

p.18 学習内容を扱う視点①（具体的な文脈や状況）

公民としての資質・能力

現実社会における
問題解決の場面で，
生きて働く知識

学習内容

「社会的な見方・考え方」
を働かせ，現代の諸課題
を追究したり解決したり

する活動

学習内容を扱う視点①（具体的な文脈や状況）

大きな政府と小さな政府
のプレゼンを基に，どちら
が望ましい将来の日本のモ
デルなのかを考察

対話しながら，各政党の
政策や政治的立場を座標軸
を使って可視化し，自分の
考えと比較

生徒は，自らの決定基準を基に，模
擬投票することにより，ここで習得し
た知識を実際に今年の参議院選挙で投
票する際の現実場面で活用できるよう
になる。

君たちは何を基準に一票を投じますか？君たちは何を基準に一票を投じますか？

日常の生活

同じ単元

他の単元

他の学年

他の学年

概念的，構造的な知識

社会科４年
【例】自然災害から人々を守
る活動を学習して得た知識

つなぐ鍵は
「社会的な見方・
考え方」

他の単元

日常の生活

他の教科

学習内容を扱う視点②（知識を相互に関連付ける）

同じ単元



「社会的な見方・考え方」

知識の理解の質の向上

「見方・考え方」を働かせて思考・判断・表現

《例：小学校》

【どこに着目して事象を捉えるか】 【どのように考えていくか】

・ 位置や空間的な広がり
・ 時期や時間の経過
・ 事象や人々の相互関係

視 点 方 法（考え方）

・ 比較・分類，総合
・ 地域の人々や国民の生
活との関連付け

学習内容を扱う視点②（知識を相互に関連付ける） 学習内容を扱う視点②（知識を相互に関連付ける）

第４学年社会科（本単元）
『ごみの処理と利用』

第４学年社会科（前単元）
『水はどこから』

関係機関や人々との連携

市民や企業，県内外の協力

災害ごみへの対応

相互関係的な視点
（連携や協力）

時間的な視点
（持続可能な社会）

第４学年社会科（次単元）

『自然災害から守る』

第５学年社会科

『国土の自然災害』

第６学年社会科

『地球規模で発生している課題の解決』

比較・関連付け

比較・総合，関連付け

学習内容を扱う視点②（知識を相互に関連付ける）

次時以降の学習「幕
政改革」への主体的
な学びにつなげる

農業生産力が向上した
にも関わらず，百姓一揆
が多発したのはなぜか。

商品作物の栽培が広ま
り貨幣経済が浸透したこ
とにより格差が生じた。

農民生活の向上，町人の
経済活動，幕府財政の健全
化の面から考えていく。

因果関係の視点

事実等に関わ
る知識の獲得

概念等に関わ
る知識の獲得

知識の再構成

百姓一揆などを減らし，
幕府財政を立て直すため
にはどうするか。

・商品作物の栽培
・貨幣経済の浸透
・災害の発生

一揆の増加や年貢
収入の減少により，
幕府の体制が維持で
きない

時期や時間の経過の視点
を基に，新たな課題解決へ

向かう

中学校 第２学年 歴史的分野

『経済の成長と幕政の改革』

前時までに，産業や
都市の発達について
考察

社会・地理歴史・公民科における「主
体的・対話的で深い学び」の視点からの
学習方法の在り方とはどのようなもので
しょうか。

「主体的・対話的で深い学び」
を実現する授業改善

課題を追究したり解決したりする問題
解決的な学習過程の充実

「社会的な見方・考え方」を働かせた
新たな視点の「問い」の設定
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多面的・多角的
に考えたり，議論
したりして自らの
考えを広げ深める
こと など

課題に気付き，
見通しをもち粘り
強く取り組み，学
習活動を自ら振り
返り，意味付ける
こと など

社会科における「主体的・対話的で深い学び」

主体的な学び 対話的な学び

深い学び

知識を相互に関連付けて
より深く理解すること など

学習方法の在り方（主体的・対話的で深い学び）

課
題
把
握

課
題
追
究

課
題
解
決

新
た
な課

題

主な学習過程の例

情報収集
● 予想や仮説の検証に向けて調べる。

● 社会的事象の意味や意義，特色や
相互の関連を考察する。

考察・構想

● 社会にみられる課題を把握して解
決に向けて構想する。

ま と め

● 考察したことや構想したことを
まとめる。

事実等に関わる知識

「社会的な
見方・考え方」

社会的事象についての知識及び
思考・判断・表現の場面の例

● 学習課題を設定する。

● 課題解決の見通しをもつ。

動機付け

方向付け

概念等に関わる知識

知識の再構成

問い

新たな
問い

深
い
学
び

対
話
的
な
学
び

主
体
的
な
学
び

振り返り
● 学習を振り返って考察する。
● 新たな問いを見いだしたり追究
したりする。

学習
課題１

学習
課題２



学びに
向かう力，
人間性等

「社会的
な見方・
考え方」

「社会的な見方・考え方」を働かせたイメージ

思考力，
判断力，
表現力等

知識及び
技能

深い学び深い学び

考察や構想に向かう「問い」

地理的分野 それは，どこに位置するのだろう
それは，どのように分布しているだろう
そこは，どのような場所だろう など

歴史的分野 どのような時代だったのだろう
それは，なぜ起こったのだろう
どのような影響を及ぼしたのだろう など

公民的分野 なぜ市場経済というしくみがあるのだろう
それは，どのような機能があるのだろう
なぜ法に基づく政治が大切なのだろう など

考察や構想に向かう「問い」の例

「地理的な見方・考え方」

「歴史的な見方・考え方」

「現代社会の見方・考え方」

学習方法の在り方（主体的・対話的で深い学び）

課
題
把
握

課
題
追
究

課
題
解
決

新
た
な課

題

主な学習過程の例

● 学習課題を設定する。

● 課題解決の見通しをもつ。

情報収集
● 予想や仮説の検証に向けて調べる。

● 社会的事象の意味や意義，特色や
相互の関連を考察する。

考察・構想

● 社会にみられる課題を把握して解
決に向けて構想する。

ま と め

● 考察したことや構想したことを
まとめる。

振り返り

● 学習を振り返って考察する。

それぞれの土地の気候に合った農
作物を作っている。

地形や気候

工夫や
努力

事実等に関わる知識

出荷する時期をずらしたり，品種改良を

したりするなど，様々な工夫をして地形や
気候を生かして農業をしている。

「社会的な
見方・考え方」授業実践例

動機付け

方向付け

暖かい土地でも寒い土地でも
同じ農作物が作られているのは
なぜだろう。

暖かい土地と寒い土地の人々はどのよ

うな農業をしているのだろうか。

概念等に関わる知識

知識の再構成

学習
問題１

学習
問題２

対
話
的
な
学
び

主
体
的
な
学
び

● 新たな問いを見いだしたり追究
したりする。

比較

【実践例】小学校 第５学年 『暖かい土地と寒い土地のくらし』

深
い
学
び

未来の創り手に求められる資質・能力未来の創り手に求められる資質・能力

公民としての資質・能力の育成公民としての資質・能力の育成

「主体的・対話的で深い学び」を
実現する授業改善

○ 課題を追究したり解決したりする
問題解決的な学習過程の充実

○ 「社会的な見方・考え方」を働か
せた新たな視点の「問い」の設定

事実に関わる知識を概念に関わ
る知識へと高め，再構成する

御清聴ありがとうございました

未来の創り手に求められる資質・能力を
育成する授業に関する研究

－主体的・対話的で深い学びの実現を通して－

平成30年度鹿児島県総合教育センター調査研究発表会

鹿児島県総合教育センター

【第２分科会（社会・地理歴史・公民科）】


